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【要約】 The aim of this paper is to examine the summary about the new Course of Study for English 
Education to clarify its prospects and problems. The new Course of Study for English Education is to be 
enforced at elementary schools in 2020, at junior high schools in 2021, and at high schools in 2022. The 
new Course of Study will proclaim several new rules: English education will be formally introduced at the 
5th grade as a regular subject; English should basically be taught in English at junior high schools; High 
school students are expected to reach their English level of CEFR A2 by training their four skills, 
especially production abilities. The paper discusses the new directions of the Course of Study regarding 















































③ 4 技能の総合的/統合的指導と評価 
 現行の学習指導要領が強く主張していることの 1 つとして，4 技能の総合的/統合的指導がある。し
かし以前よりは導入の割合は増えてはいるが，全体としては日本の英語教育ではプロダクションとし
ての英語力であるスピーキング，ライティングの指導が極度に少ない。結果，この技能での成績も低








ではなく，小中高 8 年間を見通した Can-Do リストの作成と共有，指導スタイルや評価の統一化など，
児童生徒がギャップを生じないで不安なく効率的に学べる体制作りが必要である。 




 文部科学省は，近年各学校に Can-Do リストの作成を強く要請している。高校ではほぼ 100％, 中学
























 教育の成果は生徒の英語力に現れる。英検でいえば，準 2 級レベルが 30％に留まっている。文部科














 いよいよ日本でも小学校で正式に教科として英語教育がスタートする。小学校の 2 年間を入れ，義






























 文部科学省は，その具体的な指標として，外国語教育の主要な基準の一つである CEFR（＝Common 
European Framework of Reference for Languages）を導入し，国際的な基準で日本の英語教育も目標設定
すべきだという考えである。具体的には高校卒業段階で A2 レベル（選択科目で B１レベル）として
いる。具体的な目標が書き込まれた CEFR も資料として添付されている。各学校はこれを元にそれぞ
れの学校の事情に応じてオリジナル版を作成することになる。Can-Do リストのベースになるものとし






④「4 技能」から「5 領域」へ 
 CEFR の評価基準は 5 領域である。従来の 4 技能の中の「話すこと」が「やりとり(interaction)」と









してきたが，やはりやや低すぎた設定だった。今回，高校卒業時の目標を CEFR で A2 レベルとした。
そうなると，ある程度中身のあるコミュニケーションが求められる。そのためには最低でも 4,000 語
レベルはないと十分とは言えない。具体的には小学校で 600〜700 語程度，中学校で 1,600〜1,800 語
程度（現行 1,200 語），高等学校では 1,800〜2,500 語程度（現行 1,800 語）となり，最終的に小中高を














































































教員の英語使用状況 1 年(%) 2 年(%) 3 年(%) 
発話をおおむね英語で行っている
（75%程度以上〜） 
10.3 9.1 9.4 
発話の半分以上を英語で行っている
（50%程度以上〜75%程度未満） 
48.0 74.8 45.4 
発話の半分未満を英語で行っている
（〜50%程度未満） 
41.7 43,1 45.2 
 





































































































②CEFR の contextualization/localization 










































72 校中 27 校あった。37.5％の国立大学が学習指導要領を意識した問題作りをしている6。27 校中 10





















1 21 世紀を生き抜くために必要とされるスキルで，通常 10 項目からなる。英語教育に関係するとこ
ろでは，「コミュニケーション力」「地域と国際社会での市民性」「批判的思考」などである。詳細は三
宅(2014)を参照。 
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